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新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
初
動
対
応
の
問
題

点
と
医
療
現
場
の
現
状

１
．
安
倍
総
理
は
、
本
年
一
月
二
八
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
指
定
感
染
症
に
指
定
し

た
。「
指
定
感
染
症
」
と
は
感
染
症
予
防

法
で
定
め
れ
た
感
染
症
類
型
の
一
つ
で
あ

り
、
既
知
の
感
染
症
で
緊
急
の
対
応
が
必

要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、「
一
年
間
と
い

う
限
定
付
き
で
政
令
で
指
定
し
Ⅰ
～
Ⅲ
類

の
感
染
症
に
準
じ
た
対
応
（
措
置
）
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
感
染
症
」
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
「
指
定
感
染
症
」
に
な
っ
た
た

め
、
感
染
症
予
防
法
上
、
全
て
の
医
療
措

置
が
国
と
都
道
府
県
等
の
行
政
府
の
決

定
下
に
置
か
れ
、
感
染
者
の
入
院
は
指

定
病
院
に
限
ら
れ
、
都
道
府
県
の
保
健

所
（
全
国
で
本
所
が
四
六
九
カ
所
、
支
所

が
一
二
〇
カ
所
）
を
介
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
診
察
を
受
け
る
体
制
と
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
一
九
九
四
年
に
保
健
所
数
が
半
減
さ

れ
た
た
め
現
在
の
保
健
所
数
と
そ
の
人
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
政
権
の
対
応
が
後
手
後
手
と
な
っ
て
お
り
、
検
査
能

力
や
器
機
、
集
中
治
療
室
の
不
足
、
医
療
者
用
の
マ
ス
ク
や
防
護
服
不
足
が
解
消
さ
れ
な
い

ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
。
経
済
状
況
も
私
た
ち
の
生
活
も
先
が
見
え
な
い
ま
ま
に
も
か
か
わ

ら
ず
安
倍
首
相
は
「
日
本
モ
デ
ル
」
が
成
功
と
胸
を
は
り
、
失
笑
を
か
っ
て
い
る
。
各
国
で
、

日
本
で
、
日
々
状
況
が
動
き
変
わ
る
な
か
、
個
々
が
冷
静
に
事
態
を
み
き
わ
め
、
で
き
る
限

り
の
防
衛
策
を
と
る
し
か
な
い
の
が
実
情
。
そ
の
た
め
に
も
一
月
か
ら
今
日
ま
で
の
状
況
を

振
り
返
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。
そ
の
一
助
と
し
て
あ
る
新
聞
に
投
稿
し
た
伊
東
秀
子
弁

護
士
の
問
題
提
起
を
紹
介
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
「
指
定
感
染
症
」
か
ら
外
し
、

医
療
機
関
が
主
体
の

検
査
・
治
療
体
制
の
構
築
を
！

　

弁
護
士　

伊
東　
秀
子
（
札
幌
）
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で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
絶
対
的
に
不
足
し
、

大
量
に
持
ち
込
ま
れ
る
相
談
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
対
応
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
た
。 

　

ま
た
政
府
は
、
指
定
病
院
の
病
床
数

が
少
な
い
こ
と
か
ら
（
日
本
全
体
で

一
七
五
八
床
）、「
指
定
病
院
の
医
療
崩
壊

を
阻
止
す
る
た
め
」
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
極

端
に
抑
制
し
、
検
査
を
重
症
者
の
み
に
制

限
し
て
軽
症
者
と
無
症
状
者
の
検
査
追
跡

を
行
わ
ず
、
重
傷
者
の
ク
ラ
ス
タ
ー
解
析

に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
そ
し
て
二
月

二
五
日
、
感
染
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制

す
る
た
め
徹
底
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
を

講
じ
る
と
の
基
本
方
針
の
下
、「
保
健
所

の
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
が
全

て
の
相
談
を
受
け
、
保
健
所
長
が
外
来
診

療
へ
誘
導
し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
者
だ
け

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い
、
陽
性
者
に
は
都
道

府
県
が
指
定
病
院
に
入
院
措
置
す
る
」
と

決
定
し
た
。

２
．
と
こ
ろ
が
、
こ
の
政
府
の
方
策
に
よ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い
軽
症

者
・
無
症
状
者
が
病
院
の
院
内
感
染
と
経

路
不
明
の
市
中
感
染
を
広
げ
、
現
場
の
医

師
や
看
護
師
は
心
身
と
も
に
疲
弊
し
限
界

状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
上
記
の
方
策
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
程
感
染
が
拡
大

し
、
五
月
一
二
日
現
在
の
感
染
者
数
は
約

一
六
〇
〇
〇
人
、
死
亡
者
数
は
六
七
〇
人

と
な
り
、
第
二
波
到
来
の
北
海
道
札
幌
で

も
感
染
が
止
ま
ら
な
い
。
一
方
、
政
府

は
、
四
月
七
日
に
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言

を
出
し
て
「
国
民
の
八
割
が
外
出
自
粛
す

れ
ば
一
ヵ
月
で
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
は
収
束

す
る
」
と
し
て
い
た
が
、
五
月
四
日
緊
急

事
態
は
延
長
さ
れ
、
い
つ
完
全
解
除
に

な
る
の
か
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ

る
。
こ
の
現
状
は
、
政
府
の
初
動
対
応

の
見
通
し
が
甘
く
、
ウ
イ
ル
ス
の
封
じ

込
め
に
失
敗
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

　

そ
こ
で
、
政
府
は
初
動
対
応
の
反
省
の

上
に
立
っ
て
、「
出
口
」
を
早
期
に
見
極

め
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
を
増
加

さ
せ
て
、
希
望
者
全
員
に
対
す
る
「
検
査

と
隔
離
」
を
徹
底
す
る
新
し
い
施
策
を
示

す
べ
き
で
あ
る
。
国
民
に
対
す
る
外
出
自

粛
の
要
請
や
軽
症
者
の
自
宅
・
ホ
テ
ル
で

の
待
機
等
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
の
対
応
で

は
「
出
口
」
は
見
え
て
こ
な
い
。

３
．
ま
た
政
府
は
都
道
府
県
を
通
じ
て
、

指
定
病
院
の
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
指

定
外
の
中
核
病
院
に
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の

受
入
れ
を
要
請
し
、
ひ
っ
迫
す
る
医
療
現

場
の
状
態
と
許
認
可
権
を
持
つ
行
政
の
要

請
に
応
え
る
た
め
に
医
療
機
関
側
は
応
諾

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
い
う
。
一
方
、

医
療
機
関
側
は
、
感
染
症
対
応
の
手
術
室

や
病
床
の
不
足
か
ら
設
備
の
増
設
と
マ
ン

パ
ワ
ー
の
増
強
、
一
般
患
者
の
受
診
が
で

き
な
い
た
め
の
経
営
の
赤
字
と
言
う
財
政

上
の
負
担
を
負
い
、
し
か
も
、
行
政
府
の

監
督
下
で
医
療
措
置
決
定
上
の
制
約
を
受

け
、
そ
の
矛
盾
は
深
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
「
指
定
感
染
症
」
を
解
除

す
る
場
合
に
必
要
な
措
置

１
．
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に

政
府
が
早
急
に
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
？

指
定
感
染
症
に
対
す
る
医
療
措
置
は
、「
保

健
所
を
介
し
た
局
所
的
な
患
者
の
把
握
と

隔
離
・
治
療
」
と
い
う
行
政
主
導
の
一
元

的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
よ
う
に
無
症
状
者
と
軽
症
患
者
が

多
く
、
広
範
囲
に
わ
た
る
感
染
の
把
握
と

対
応
が
必
要
な
場
合
に
は
、
必
ず
し
も

マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。
指
定
感
染
症
に
対

す
る
医
療
措
置
を
決
定
す
る
の
は
行
政
機

関
で
あ
り
、
患
者
の
受
診
・
検
査
の
全
て

に
保
健
所
が
介
入
す
る
た
め
、
多
く
の
者

の
検
査
と
追
跡
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
日
本
で
は
保
健
所
数
と
人
員
が

極
端
に
不
足
し
て
い
る
た
め
、
検
査
を
受

け
ら
れ
な
い
軽
症
者
や
無
症
状
者
が
市
中

感
染
・
家
庭
内
感
染
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
で
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

は
「
検
査
と
隔
離
」
を
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う

し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
を
「
指
定
感
染
症
」

か
ら
外
す
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
う
な
れ

ば
医
療
者
の
判
断
に
よ
り
医
療
措
置
が
決

定
で
き
、
多
く
の
市
中
病
院
が
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
の
受
診
・
治
療
に
当
た
れ
る
こ
と

に
な
り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
の
分
散
が

可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

２
．
こ
の
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
指
定

感
染
症
か
ら
外
す
場
合
に
必
要
と
な
る
措

置
は
、
診
察
に
当
る
医
療
機
関
に
対
す
る

財
政
的
補
助
と
患
者
の
診
療
費
の
公
費
負

担
の
措
置
で
あ
る
。
感
染
の
疑
い
の
あ
る

者
が
安
心
し
て
早
急
に
診
察
・
検
査
・
治

療
を
受
け
ら
れ
る
に
は
、
医
療
機
関
に
対

す
る
財
政
的
補
助
と
患
者
の
治
療
費
の
公

費
負
担
は
必
須
で
あ
る
。
政
府
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
国
民
の
生
命
と

健
康
に
重
大
な
影
響
が
出
る
と
し
て
早
々

に
指
定
感
染
症
に
指
定
し
た
が
、
そ
れ
が

現
実
と
な
っ
た
今
、
患
者
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
に
、
医
療
者
の
医
療
判
断
を
中

心
と
す
る
施
策
に
転
換
す
る
べ
き
で
あ

る
。
感
染
症
予
防
法
上
、
感
染
症
患
者
を

診
療
し
た
医
療
者
は
行
政
機
関
へ
の
報
告

義
務
が
あ
る
か
ら
、
政
府
は
そ
の
報
告
を
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集
約
し
て
国
民
に
周
知
さ
せ
る
一
方
で
、

市
中
病
院
が
総
力
を
挙
げ
て
感
染
者
の
医

療
に
従
事
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
指
定
感
染
症

の
「
指
定
」
を
解
い
て
、
今
後
に
備
え
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
〇
二
〇
年
五
月
一
二
日
記

　

二
〇
二
〇
年
一
月
初
め
に
中
国
武
漢
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
検
出
の
発
表
以

来
、
日
本
で
は
二
月
初
旬
に
武
漢
か
ら
の

観
光
客
を
乗
せ
た
バ
ス
の
運
転
手
、
ガ
イ

ド
が
感
染
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
当
時
は
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
が
こ
れ
程
ま

で
に
世
界
中
の
人
々
の
い
の
ち
、
生
活

を
襲
い
、
恐
怖
の
世
界
に
陥
れ
ら
れ
る

と
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界

の
感
染
者
約
五
八
二
万
人
、
死
者
は
約

三
六
・
五
万
人
（
二
〇
二
〇
年
五
月
二
九

日
現
在
）、
さ
ら
に
中
南
米
、
中
東
、
ア

ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
へ
の
感
染
拡
大
に
加
え
、

第
二
波
、
第
三
波
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

自
然
界
が
生
み
出
し
た
直
径
一
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
未
知
の
微
小

な
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
に
こ
の
よ
う
に
多

大
な
衝
撃
と
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
科
学
、
科
学
技
術
が
著
し
い
勢
い
で

進
み
、
便
利
に
、
何
で
も
手
に
入
り
そ
う

に
思
わ
れ
る
今
日
に
、
す
べ
て
の
人
々
が

娘
か
ら
の
イ
タ
リ
ア
便
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（C

ovid-19

）

感
染
症
が
蔓
延
し
た
イ
タ
リ
ア
の
暮
ら

し
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

横
澤
喜
久
子

家
に
籠
り
、
鎮
静
化
を
待
つ
し
か
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
本

当
に
驚
く
と
同
時
に
、
改
め
て
生
活
を
見

直
し
、
自
然
界
に
生
き
る
私
た
ち
人
類
の

あ
り
方
、
生
き
方
を
問
わ
れ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
三
月
中
旬
以
降
か
ら
感
染

者
、死
者
が
急
増
し
、ク
ラ
ス
タ
ー
、オ
ー

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
等
と
い
き
な
り
聞
き
な
れ
な
い

カ
タ
カ
ナ
文
字
を
頻
繁
に
耳
に
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
つ
い
て
も
私
は
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
こ
の
未
知
のCovid-19

に
対
し

て
症
状
、
感
染
検
査
法
、
経
路
、
特
性
な

ど
の
ウ
ィ
ル
ス
解
明
か
ら
医
療
、治
療
薬
、

ワ
ク
チ
ン
等
と
専
門
家
の
方
々
の
必
死
な

闘
い
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と
外

出
自
粛
し
、
家
に
閉
じ
籠
り
、
休
業
、
学

校
等
の
閉
鎖
で
一
変
し
、
多
く
の
人
々
は

経
済
的
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ス
ク
を
つ
け
、
手
洗

い
、
消
毒
を
し
な
が
ら
誰
も
が
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
五
月
に
入
っ

て
、
段
階
的
に
緊
急
事
態
宣
言
解
除
も

徐
々
に
出
る
一
方
、
感
染
再
拡
大
の
不
安

を
抱
え
な
が
ら
、
対
策
が
急
が
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

長
女
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
日
々
の
生
活

情
報
か
ら
イ
タ
リ
ア
で
一
気
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
し
、
厳
し
い
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
の
中
で
暮
ら
す

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
娘
は
地
中

海
に
浮
か
ぶ
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
南
部
の
州

都
カ
リ
ア
リ
市
に
イ
タ
リ
ア
ン
夫
と
中

一
、
小
四
の
息
子
と
約
二
〇
年
間
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　

サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
は
シ
シ
リ
ー
島
に
次

ぐ
地
中
海
で
二
番
目
の
大
き
さ
、
日
本
の

四
国
く
ら
い
で
す
。
海
の
美
し
い
、
大
き

な
太
陽
の
恵
み
、
自
然
の
営
み
が
そ
の
ま

ま
守
ら
れ
、
の
ん
び
り
と
し
た
お
だ
や
か

な
と
こ
ろ
で
す
。
島
の
北
部
に
は
イ
タ
リ

ア
本
土
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
世
界
か
ら
富
裕

層
の
別
荘
地
が
多
く
あ
り
ま
す
。

一
気
に
感
染
爆
発
し
た
イ
タ
リ
ア

　

イ
タ
リ
ア
で
は
一
月
一
五
日
に
は
武
漢

出
身
観
光
客
の
感
染
確
認
、
三
〇
日
に
は

地
中
海
ク
ル
ー
ズ
船
六
、〇
〇
〇
人
乗
客

の
う
ち
中
国
人
乗
客
二
名
に
熱
と
咳
で
検

査
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
二
一
日
朝

は
感
染
者
三
名
、
北
部
ベ
ネ
ト
州
で
初
の

死
者
、
二
日
後
の
二
三
日
に
は
感
染
者

七
六
人
、
死
者
二
人
と
急
増
し
、
大
騒
ぎ
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と
な
り
ま
し
た
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
二
月
の
初
め
か
ら

二
週
間
の
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
、
世
界
中
か

ら
毎
年
三
〇
〇
万
人
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
年
は
期
間
途
中
の

二
三
日
に
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
四
日

に
全
国
学
校
閉
鎖
、
北
イ
タ
リ
ア
で
は

閉
鎖
の
た
め
に
軍
の
出
動
準
備
が
始
ま

り
、
町
か
ら
出
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
ま

し
た
。
一
、六
〇
〇
万
人
が
住
む
ミ
ラ
ノ

地
域
を
封
鎖
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た
の
は

感
染
者
数
約
六
、〇
〇
〇
人
に
、
死
者
が

二
三
〇
人
を
超
え
た
時
と
い
い
ま
す
。
こ

の
八
日
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
移
動
禁
止
令

の
で
る
前
の
二
、三
日
間
に
感
染
を
避
け

よ
う
と
南
へ
向
か
っ
て
多
く
逃
げ
込
み
、

そ
の
後
に
北
部
閉
鎖
、
さ
ら
に
ミ
ラ
ノ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ア
も
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
染
者
〇
だ
っ
た
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
で

は
こ
の
北
部
封
鎖
か
ら
島
に
逃
げ
て
き
た

人
々
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
〇
日
に
全
土
を
対
象
に

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
感
染
者
一
万
人
、
死
者

一
千
人
を
超
え
て
、
一
気
に
感
染
爆
発
で

す
。
四
月
に
さ
ら
に
増
え
続
け
、
五
月
下

旬
に
は
イ
タ
リ
ア
全
土
で
は
感
染
者
約

二
三
万
人
、死
者
三
万
三
千
人
、サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
州
で
も
感
染
者
一
、三
五
六
人
、
死

者
一
二
九
人
を
超
え
ま
し
た
（
五
月
二
八

日
現
在
）。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
中
で
の
暮
ら
し

不
要
不
急
の
外
出
禁
止

　

サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
で
も
著
し
い
勢
い
で

感
染
拡
大
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
後
の
一
週
間

で
感
染
者
が
一
〇
〇
人
超
え
ま
し
た
。
市

長
の
「
散
歩
も
や
め
て
欲
し
い
！
」
の
声

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
呑
気
に
外
出
し
放
題

の
人
も
ち
ら
ほ
ら
と
。
人
口
が
少
な
く
、

外
出
す
れ
ば
す
ぐ
に
知
り
合
い
と
す
れ

違
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
街
で
す
。
近
所
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
毎
日
ど
こ
か
ら
か
車

で
集
ま
り
、
楽
し
そ
う
な
声
で
プ
レ
ー
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
人
々
は
大
ら
か
と

い
う
か
、
陽
気
で
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
。
北
イ
タ
リ
ア
で
感

染
が
広
ま
り
始
め
た
時
期
に
入
っ
て
も
島

か
ら
本
土
に
大
き
な
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
と
出
か
け
、
ま
た
、
島
か
ら
北
へ
出

か
け
た
人
達
が
続
々
と
戻
っ
て
の
感
染
が

続
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
加
え
て
、
島

に
逃
げ
て
き
た
北
イ
タ
リ
ア
人
は
自
宅
待

機
す
る
で
も
な
く
、
街
を
普
通
に
歩
き

回
っ
て
お
り
、島
民
は
感
染
拡
大
を
心
配
。

武
装
し
た
警
官
や
兵
隊
が
市
民
を
見
張
る

社
会

　

こ
ち
ら
の
人
々
は
大
ら
か
と
い
う
の

か
、
多
く
の
人
々
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

た
め
か
、
日
に
日
に
厳
し
い
ル
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。街
で
は
警
察
が
待
機
し
、

取
り
締
ま
り
が
あ
り
、
罰
金
制
で
す
。
不

要
不
急
の
外
出
か
ど
う
か
家
で
プ
リ
ン
ト

し
た
証
明
書
を
持
っ
て
出
る
そ
う
で
す
。

犬
の
散
歩
も
、
家
の
玄
関
か
ら
二
五
〇

メ
ー
ト
ル
以
内
。 

買
い
物
は
し
て
も
よ

い
が
、
生
活
必
需
品
の
み
。
カ
ー
ト
一
つ

に
付
き
一
人
で
、
買
い
占
め
禁
止
で
す
。

夫
婦
連
れ
、
子
連
れ
の
買
い
物
も
ダ
メ

で
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
時
間
が
か

か
り
、レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
は
配
達
で
き
ず
、

戻
っ
て
き
ま
す
。

警
察
が
待
機
し
て
い
る

　

美
容
院
を
は
じ
め
自
営
業
で
は
ヤ
ミ
営

業
、
罰
金
覚
悟
で
の
商
売
も
あ
る
よ
う
で

す
。
人
の
ほ
と
ん
ど
い
な
い
カ
リ
ア
リ
の

街
を
当
局
は
ド
ロ
ー
ン
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
出
歩
い
て
い
る
人
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
。
街
中
は
歩
い
て
い
る
人
よ
り
警
察

官
の
方
が
多
い
と
買
い
物
に
出
た
イ
タ
リ

ア
夫
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
四
月
に
入

り
、
島
は
鎖
国
状
態
で
人
の
動
き
は
ほ
と

ん
ど
な
い
は
ず
な
の
に
、
感
染
者
は
ま
だ

増
え
て
お
り
、
五
月
一
日
ま
で
外
出
禁
止

の
延
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
全

く
マ
ス
ク
を
つ
け
る
こ
と
の
な
い
こ
の
社

会
で
「
買
い
物
行
く
人
は
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
、
販
売
す
る
人
は
マ
ス
ク

と
手
袋
着
用
が
義
務
」と
な
り
ま
し
た
が
、

街
に
は
マ
ス
ク
を
売
っ
て
い
な
い
。
こ
ち

ら
で
も
結
構
自
作
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

医
療
現
場
で
は

　

医
療
現
場
で
は
重
症
者
も
多
く
、
す
で

に
医
療
崩
壊
の
シ
ナ
リ
オ
も
想
定
さ
れ
始

め
て
い
ま
す
。
娘
の
義
父
も
医
師
で
、
友

人
、
知
人
の
中
に
病
院
、
薬
局
等
で
の
医

療
関
係
者
が
多
く
、
と
て
も
心
配
な
日
々

で
す
（
医
師
や
看
護
婦
の
病
院
で
の
感
染

が
多
い
）。

　
「
医
療
現
場
は
報
道
よ
り
も
み
な
さ
ん

が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
、
現
実
は
非
常
に

厳
し
い
で
す
。
近
い
将
来
、
本
来
助
け
ら

れ
る
は
ず
の
命
が
助
け
ら
れ
な
く
な
る
事

サルデーニャ島

カリアリ



5

態
に
な
り
そ
う
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
感
染
が
拡
大
す
れ
ば
、
ト
リ
ア
ー

ジ
（
病
状
に
合
わ
せ
て
治
療
の
順
番
を
決

め
る
）
に
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、外
出
を
控
え
て
く
だ
さ
い
、

人
と
会
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
感
染
を
食

い
止
め
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
て

い
く
た
め
の
最
低
限
の
外
出
だ
け
に
し
て

く
だ
さ
い
。
時
間
が
も
う
あ
り
ま
せ
ん
」

と
イ
タ
リ
ア
中
に
流
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
毎
日

　

イ
タ
リ
ア
全
土
の
学
校
が
一
斉
閉
鎖
、

こ
こ
の
小
中
学
校
も
ネ
ッ
ト
経
由
で
授
業

サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
四
の
子

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
英
会
話
の
宿
題
が
届

き
、
グ
ル
ー
プ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
練
習
、

録
画
送
付
で
提
出
。
ア
ー
ト
授
業
で
は

ゴ
ッ
ホ
の
あ
る
作
品
が
送
ら
れ
、
こ
の
絵

を
模
写
し
、
さ
ら
に
好
き
な
よ
う
に
加
筆

Ｏ
Ｋ
で
送
付
提
出
。
音
楽
で
は
先
生
の
新

し
い
歌
を
本
人
が
何
度
も
練
習
、
成
果
の

録
画
提
出
と
。
中
一
、
小
四
の
子
が
そ
れ

ぞ
れ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
つ
け
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
向
か
っ
て
の
宿
題
、
授
業
で
す
。

　

次
週
か
ら
は
ラ
イ
ブ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
期
設
定
が
大
変

で
、
い
き
な
り
本
番
と
な
り
、
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
な
い
家
庭
や
高
速
ネ
ッ

ト
回
線
が
な
い
家
庭
も
あ
る
の
で
政
府
が

今
、
対
応
し
、
学
校
経
由
で
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
形
で
提
供
し
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の

ま
ま
学
校
行
か
ず
に
学
年
終
了
＆
卒
業
で

し
ょ
う
。

　

学
校
は
毎
年
六
月
初
め
に
終
わ
り
、
九

月
中
旬
に
新
学
期
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
こ
の
二
ヵ
月
間
は

家
で
の
受
講
、
家
に
籠
っ
て
の
生
活
と
な

り
、
学
習
の
場
が
自
宅
に
移
り
、
親
の
負

担
は
大
変
な
よ
う
で
す
。
家
と
い
う
限
ら

れ
た
生
活
の
場
で
子
ど
も
は
多
く
の
時
間

を
パ
ソ
コ
ン
相
手
に
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ー
ム
、 

youtube
と
異
様
な
世
界
に
入
っ
て
独
り

言
、
奇
声
、
一
人
笑
い
と
の
こ
と
。

　

親
は
料
理
、
ケ
ー
キ
作
り
等
と
楽
し
み

づ
く
り
、
さ
ら
に
室
内
で
の
ミ
ニ
卓
球
、

ミ
ニ
・
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器

具
な
ど
工
夫
し
、
少
し
で
も
動
い
て
遊
べ

る
こ
と
を
探
す
し
か
な
い
、
と
か
ら
だ
を

持
て
余
す
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
こ
の
二
ヵ
月
間
で
子
ど
も
ら

は
毎
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
宿
題
の
合

間
に
、
長
男
はYoutuber

へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
、
パ
ソ
コ
ン
、iPad

、
ス
マ

ホ
を
駆
使
し
、
い
ろ
い
ろ
加
工
し
て
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

段
階
的
に
解
除

　

イ
タ
リ
ア
は
禁
止
令
か
ら
二
ヵ
月
ほ
ど

経
過
、
外
出
禁
止
令
の
期
限
が
五
月
三
日

に
迫
っ
て
、
徐
々
に
段
階
的
に
解
除
さ
れ

ま
す
。
州
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
解
除
で

き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
ず

四
日
か
ら
は
近
親
者
に
は
会
っ
て
も
よ
い

と
の
こ
と
、
こ
の
国
の
人
々
は
な
か
な
か

足
並
み
揃
わ
ず
、
勝
手
な
こ
と
を
す
る
の

で
、
ル
ー
ル
は
細
か
く
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
日
か
ら
家
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

上
離
れ
て
お
散
歩
し
て
も
よ
く
な
り
ま
し

た
。
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
内
で
緊
急

を
要
す
る
場
合
の
み
移
動
可
能
で
し
た

が
、
同
じ
町
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
近
親

者
に
会
い
に
出
掛
け
て
も
よ
く
な
る
と

か
。
近
親
者
で
も
同
居
し
て
な
い
場
合
、

ハ
グ
、
キ
ス
は
厳
禁
。
マ
ス
ク
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
保
た
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
家
族
・
近
親
者
の
中
に
は

「
婚
約
者
や
ス
テ
デ
ィ
な
関
係
の
恋
人
も

含
ま
れ
る
（
す
ご
く
細
か
い
、
イ
タ
リ
ア

ら
し
い
！
）」
の
だ
そ
う
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
感
染
拡
大
し
た
背
景

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
、

死
者
は
イ
タ
リ
ア
が
世
界
の
中
で
も
ト
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、厳
し
い
状
況
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
世
界
有
数
の
医
療
水
準
を

誇
る
国
だ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
で
医
療
崩
壊
寸
前
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

＊
イ
タ
リ
ア
人
の
生
活
習
慣
は
「
三
密
」

条
件
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

陽
気
で
、
明
る
く
、
開
放
的
、
親
し
み

や
す
い
イ
タ
リ
ア
人
で
す
。
挨
拶
に
は
互

い
に
ハ
グ
〈
抱
擁
〉
し
、
頬
に
キ
ス
、
握

手
す
る
と
い
う
身
体
接
触
の
多
い
日
常
生

活
で
す
。
ま
た
、
家
族
、
親
戚
と
の
つ
な

が
り
が
親
密
で
日
々
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
も
一
緒
に
な
っ
て
、
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
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を
囲
み
、
笑
い
、
に
ぎ
や
か
に
大
き
な
声

で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
長
時
間
の
お
食

事
で
す
。
ま
た
、「
家
の
中
で
も
土
足
（
外

靴
）
の
ま
ま
の
家
庭
が
多
い
」、「
マ
ス
ク

は
し
な
い
」、「
ル
ー
ル
を
あ
ま
り
守
ら
な

い
・
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
こ
と
を
す
る
」
と

い
う
一
般
的
な
日
常
の
生
活
習
慣
が
あ

り
、
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
多
く
の
要
因

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

＊
お
祭
り
は
密
集
、
密
接
に
つ
な
が
る

　

イ
タ
リ
ア
で
は
伝
統
的
な
宗
教
的
イ
ベ

ン
ト
の
お
祭
り
が
一
年
を
通
し
て
多
く
、

世
界
か
ら
の
観
光
客
が
集
ま
り
ま
す
。
一

月
初
め
の
各
地
で
の
魔
女
ベ
フ
ァ
ー
ナ
の

祝
い
で
に
ぎ
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
は

終
わ
り
ま
す
。
一
月
末
か
ら
は
ト
ス
カ
ー

ナ
州
の
ヴ
ィ
ア
レ
ッ
ジ
ョ
の
カ
ー
ニ
バ
ル

に
一
〇
〇
万
人
以
上
、
北
部
の
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
で
は
二
月
の
初
め
か
ら
二
週
間
、
世
界

中
か
ら
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
三
〇
〇
万
人

以
上
が
集
ま
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
人
は
お

祭
り
大
好
き
の
よ
う
で
す
。

＊
近
年
の
イ
タ
リ
ア
医
療
政
策

イ
タ
リ
ア
の
高
齢
化
率
（
六
五
歳
以
上
の

割
合
）
は
日
本
に
次
い
で
二
位
と
高
齢
者

の
多
い
社
会
で
す
。
か
つ
て
世
界
有
数
の

医
療
水
準
を
誇
る
国
と
発
表
さ
れ
て
い
た

イ
タ
リ
ア
で
し
た
が
、
国
民
の
高
齢
化
に

よ
り
年
金
シ
ス
テ
ム
の
肥
大
化
、
病
院

数
、
病
床
数
、
医
師
数
の
過
剰
等
に
よ
る

医
療
関
係
支
出
削
減
が
い
わ
れ
、
ま
た
、

二
〇
〇
七
年
以
降
財
政
危
機
か
ら
病
院
の

集
約
、
効
率
化
と
財
政
赤
字
と
巨
額
累
積

赤
字
を
減
ら
す
た
め
に
医
療
費
が
標
的
に

な
っ
た
結
果
、
効
率
化
の
も
と
で
病
院
の

統
廃
合
、
病
床
数
の
激
減
、
医
師
の
早
期

退
職
と
給
与
削
減
に
よ
り
医
師
不
足
が
起

こ
っ
て
い
る
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
の
報
告
に
あ
り
ま
す
。
医
学
生

を
減
ら
し
、
さ
ら
に
、
医
師
の
年
齢
構
成

の
比
較
で
も
五
五
歳
以
上
の
占
め
る
割
合

が
五
五
％
と
世
界
で
最
も
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
状
況
の
中
で

　

日
本
の
感
染
者
数
、
死
者
数
の
少
な
さ

の
不
思
議
は
世
界
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
少
な
さ
、
感

染
者
数
、
陽
性
者
数
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
の

不
徹
底
、
報
告
ミ
ス
を
は
じ
め
、
二
枚
の

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
の
配
布
、
休
業
要
請
、
休

業
補
償
、
生
活
支
援
策
等
政
府
の
対
応
に

国
民
の
過
半
数
以
上
が
悉
く
批
判
的
で

す
。
日
本
国
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ

り
、
感
染
者
、
死
亡
者
が
増
加
。
三
月

二
七
日
の
新
規
感
染
者
数
が
ピ
ー
ク
で
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
四
月
七
日
に
七
都

府
県
、
一
六
日
に
全
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
が
、
外
出
制
限
も
ゆ
る
く
、
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
で
あ
っ
て
強
制
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近

い
市
民
が
マ
ス
ク
を
つ
け
て
買
い
物
、
散

歩
等
に
外
出
し
、
バ
ス
、
電
車
の
中
で
は

座
席
は
一
人
お
き
に
座
り
、
お
し
ゃ
べ
り

せ
ず
、
ひ
と
と
の
距
離
を
離
し
て
立
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
と
の
接
触
を
避
け
、
距
離

を
と
り
、
外
出
は
避
け
、
窓
を
開
け
、
換

気
に
心
が
け
、
家
に
籠
っ
た
生
活
で
す
。

日
本
人
の
気
質
は
真
面
目
で
、
従
順
な
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
梨
大
学
の
「
医
療

維
新
」の
報
告
に「
ア
ジ
ア
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
よ
り
も
ず
っ
と
新
コ
ロ
ナ
に
抵
抗
性

が
あ
る
こ
と
を
確
認
、
遺
伝
的
要
因
差
異

に
よ
る
も
の
」
と
い
う
研
究
成
果
か
ら
の

指
摘
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
人
だ
け
持
っ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
抵
抗
性
の
遺
伝
的
因
子
は

ど
こ
に
由
来
す
る
か
、
今
後
の
研
究
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式

　

世
界
的
に
蔓
延
し
、
地
球
全
体
を
揺
る

が
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
は

私
た
ち
に
生
活
を
見
直
し
、
現
代
の
人
類

に
対
し
、
あ
り
方
、
生
き
方
を
見
直
し
、

考
え
る
よ
う
に
と
大
き
な
問
い
か
け
を
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
今
日
の
生
活

の
中
で
科
学
、科
学
技
術
が
著
し
く
進
み
、

人
間
中
心
に
便
利
な
、
効
率
の
よ
い
も
の

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
人

間
も
自
然
界
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
だ
け
が
地
球
に
い
る
の
で
は
な

い
！　

今
、
皆
の
力
で
共
生
、
共
存
で
き

る
社
会
を
目
指
し
、
小
さ
な
地
球
を
守
ら

な
け
れ
ば
地
球
破
壊
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
々
の
自
国
の
権
力
争
い
、

世
界
的
に
格
差
の
広
が
る
社
会
に
あ
っ
て

私
た
ち
が
地
球
規
模
、
宇
宙
規
模
で
の
共

通
の
倫
理
観
の
も
と
に
生
き
る
こ
と
な
し

に
進
め
ば
破
滅
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

自
粛
を
強
い
ら
れ
た
日
々
の
中
か
ら
多

く
を
感
じ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
想
い
は
ど
こ
に
向
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。政
府
専
門
家
会
議
か
ら
の
提
言
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
で
は
人
と
の
距
離

は
で
き
る
だ
け
二
メ
ー
ト
ル
、
最
低
一

メ
ー
ト
ル
。
食
事
は
横
並
び
で
会
話
は
控

え
る
な
ど
と
感
染
防
止
の
た
め
に「
日
常
」

を
作
り
直
す
と
し
て
具
体
的
な
例
、
日
常

生
活
の
ス
タ
イ
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
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れ
か
ら
の
新
し
い
「
生
活
様
式
（
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
）」の
構
築
に
は「
自
然
と
共
存
」

を
考
え
た
生
き
方
に
繋
が
る
哲
学
が
欠
か

せ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

海までの外出許可となり、5 月 22 日、子どもたちは大喜びで飛び出していった

憲
法
九
条
新
聞
意
見
広
告　

今
年
も
や
り
ま
し
た
!!　

十
年
目
、
十
回
目
で
す

清
水
女
性
九
条
の
会
・
石
垣
鈴
江

　

静
岡
県
下
の
「
九
条
の
会
」
な
ど
九
〇

団
体
、
五
、〇
〇
〇
人
規
模
で
、
力
を
あ

わ
せ
て
つ
く
り
上
げ
た
「
改
憲
に
反
対
す

る
意
見
広
告
」
が
、
五
月
三
日
、
朝
日
新

聞
と
毎
日
新
聞
、
静
岡
全
県
版
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

数
え
て
今
年
は
一
〇
年
目
に
な
り
ま

す
。

　

真
ん
中
に
か
わ
い
い
幼
子
の
晴
れ
や
か

な
写
真
、
こ
れ
は
い
つ
も
私
た
ち
の
活
動

の
記
録
な
ど
、
い
い
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
、
か
わ
い
い
姪
御
さ
ん

の
数
あ
る
写
真
の
な
か
の
最
高
傑
作
。
事

務
局
の
み
ん
な
が
目
移
り
し
な
が
ら
、
あ

れ
が
い
い
、
こ
れ
が
い
い
、
い
や
断
然
こ

れ
だ
と
、
か
な
り
迷
っ
た
挙
句
の
一
枚
で

す
。 

そ
し
て
、
紙
面
に
溢
れ
る
カ
ラ
フ

投
稿
集
・
コ
ロ
ナ
禍

　
災
厄
の
な
か
に
あ
っ
て
も

ル
な
お
花
と
子
ど
も
の
か
わ
い
い
イ
ラ
ス

ト
、
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
メ
ン
バ
ー

の
な
か
の
二
人
の
女
性
の
セ
ン
ス
と
腕
。

　

大
見
出
し
で
「
い
ま
、
憲
法
を
変
え
る

必
要
は
あ
り
ま
す
か
？
」、副
題
で
「 〝
戦

争
し
な
い
日
本
〟
で
あ
り
続
け
ら
れ
た
の

は
、
九
条
の
存
在
と
日
本
国
民
の
努
力
の

結
果
で
す
。」

　

五
月
三
日
に
掲
載
す
る
た
め
に
は
、
準

備
に
半
年
。
い
つ
も
一
一
月
か
ら
月
一
回

の
ペ
ー
ス
で
、
東
部
は
、
御
殿
場
、
函
南
、

沼
津
か
ら
、
西
部
は
、
浜
松
、
磐
田
、
中

部
は
、
静
岡
、
焼
津
、
清
水
な
ど
か
ら
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
七
〜
八
人
が
集
ま
っ
て
、

真
ん
中
に
位
置
す
る
静
岡
葵
区
の
会
議
室

で
準
備
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

県
下
で
五
千
人
を
目
標
に
、
賛
同
金
は

一
人
五
〇
〇
円
、
掲
載
紙
は
、
購
読
者
数

に
よ
り
、
朝
日
新
聞
と
毎
日
新
聞
の
二
紙

と
、
読
売
新
聞
と
を
一
年
ご
と
交
互
に
掲

載
。

　

掲
載
日
が
近
づ
く
と
、
大
事
な
広
告
の

表
現
、「
私
た
ち
の
主
張
」
に
関
す
る
議

事
に
入
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
大
変
。

事
務
局
の
面
々
は
、
ど
な
た
も
か
つ
て
は

バ
リ
バ
リ
の
活
動
家
の
み
な
さ
ん
、
そ
れ

は
喧
々
諤
々
、
議
論
が
伯
仲
、
私
は
い
つ

も
「
そ
う
で
す
ね
」「
い
い
ね
」「
そ
の
方
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が
よ
く
な
い
？
」
な
ど
と
無
責
任
極
ま
り

な
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
勉
強
に
な
っ

て
、
面
白
い
こ
と
こ
の
上
も
な
し
。

　

い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
も
、
最
終
段
階
で

二
人
の
女
性
が
入
る
と
「
そ
ん
な
固
い
文

章
、
誰
も
読
ん
で
く
れ
な
い
よ
」
と
、
こ

れ
が
ま
た
極
め
つ
け
の
決
定
打
!!

 

こ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ
た
二
〇
一
一

年
は
、
参
加
者
が
県
下
で
三
、二
五
〇
人

だ
っ
た
の
が
、
年
々
差
し
迫
っ
て
く
る
憲

法
改
悪
へ
の
意
識
の
高
ま
り
で
、
賛
同
者

は
五
、〇
〇
〇
人
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

広
告
掲
載
の
後
、
新
聞
抜
刷
り
を
賛
同

者
に
送
付
す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
特
別

に
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
各
種
講
演
会
や
集
会

が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

私
た
ち
の
活
動
が
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
、

ネ
ッ
ト
や
手
紙
で
も
、
強
く
強
く
手
を
つ

な
ご
う
…
…
と
書
い
て
送
り
ま
し
た
。

二
冊
の
本
を
通
し
て
今
考
え
て
い
る

こ
と

東
京　

竹
内
希
衣
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

　

こ
の
春
の
日
本
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
色
に
な
る
か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、

ま
さ
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
世
界
中

が
席
捲
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
…
…
。

　

競
技
場
の
建
設
、
エ
ン
ブ
レ
ム
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
出
来
事

に
加
え
、
今
や
「
幻
の
大
会
」
に
な
り
か

け
て
い
る
昨
今
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
か

ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
あ
り
方
を
考
え
直

す
よ
い
機
会
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
の
大
切
な
資
料
と
も
な
る
著

書
「
五
輪
と
戦
後
」
が
四
月
に
出
版
さ
れ
、

早
速
読
み
ま
し
た
。

　

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
二
十
代
の
編
集
者
と
し
て
、
い
さ
さ

か
仕
事
の
関
り
が
あ
っ
た
私
な
の
に
、
東

洋
の
魔
女
た
ち
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
円
谷

幸
吉
の
マ
ラ
ソ
ン
等
な
ど
の
テ
レ
ビ
中
継

に
惹
き
込
ま
れ
て
、
な
ん
と
単
純
に
一
喜

一
憂
し
て
い
た
こ
と
か
…
…
。

著
者
は
多
く
の
資
料
を
も
と
に
日
本

の
高
度
経
済
成
長
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
あ
の
東
京
大
会
を
検
証
し
、
こ
れ
か
ら

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ど
う
し
て
ゆ
く
べ
き

か
、
示
唆
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

都
心
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
建
設

に
は
戦
後
接
収
さ
れ
て
い
た
神
宮
な
ど
ア

メ
リ
カ
の
施
設
の
返
還
地
が
使
わ
れ
た
こ

と
、
聖
火
リ
レ
ー
は
日
本
へ
の
返
還
問
題

と
絡
ん
で
当
時
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
大

使
と
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
な
ど
が
画
策
し
て

沖
縄
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
日
米
関
係
が
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
に
影
を
落
と
し
て
い
た
事
情
な
ど

「
へ
ぇ
…
…
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
驚
く

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

商
業
主
義
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
、
世
界
の
問
題
と
し
て
考
え

直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
今
、
新
型
コ

ロ
ナ
問
題
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
と
す

れ
ば
、
こ
れ
は
ま
た
と
な
い
転
機
と
な
る

で
し
ょ
う
。
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『
五
輪
と
戦
後　

上
演
と
し
て
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
』—

い
か
に
舞
台
は
整
え
ら

れ
、
演
出
、
上
演
さ
れ
、
再
演
さ
れ
て
き

た
か
!?　

吉
見
俊
哉
著
、
河
出
書
房
新
社

　「
茶
色
い
朝
」
が
示
唆
す
る
こ
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
と
し
て

緊
急
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
、
外
出

も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
の
日
々
、
私

が
つ
い
つ
い
連
想
し
て
し
ま
う
フ
ラ
ン
ス

の
本
が
あ
り
ま
す
。

科
学
者
の
実
験
と
報
告
に
よ
っ
て
都

市
生
活
に
は
茶
色
が
も
っ
と
も
適
し
て
い

る
と
い
う
新
し
い
法
律
が
出
来
た
た
め

に
、
茶
色
で
は
な
い
犬
や
猫
を
安
楽
死
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
男
た
ち
が

カ
フ
ェ
で
嘆
く
、と
い
う
短
い
寓
話
で
す
。

公
権
力
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
じ
わ
じ
わ
と

茶
色
一
色
に
染
め
ら
れ
、
茶
色
の
服
を
着

た
自
警
団
に
監
視
さ
れ
る
日
々
の
恐
ろ
し

さ
を
語
り
合
う
…
…
。

朝
顔
を
育
て
る

千
葉　

伊
藤
充
子

　
「
撫
順
の
朝
顔
」
と
い
う
朝
顔
の
種
を

昨
年
入
手
し
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
小
ぶ

り
の
青
い
き
れ
い
な
花
を
楽
し
ん
だ
。
こ

れ
は
戦
犯
管
理
所
の
あ
っ
た
撫
順
を
訪
れ

た
人
が
日
中
友
好
と
平
和
の
誓
い
の
印
に

持
ち
帰
っ
た
種
を
周
囲
に
広
げ
て
い
っ
た

も
の
。
た
く
さ
ん
の
種
が
取
れ
た
の
で
友

人
三
人
に
封
筒
で
送
っ
た
。
そ
し
た
ら
翌

日
す
ぐ
に
一
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で

「
蒔
い
た
よ
」
と
画
像
入
り
で
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。
私
は
「
え
っ
、
水
に
浸
け
ず
に

蒔
い
た
の
？
」
友
人
は
「
え
？ 

水
に
浸

け
る
の
？
」
私
は
ど
こ
で
覚
え
た
か
は
記

憶
に
な
い
が
ず
っ
と
そ
う
や
っ
て
朝
顔
を

育
て
て
き
た
。
友
人
の
あ
と
一
人
が
直
に

種
を
蒔
き
、
も
う
一
人
が
水
に
浸
け
て
か

ら
蒔
い
た
。
二
対
二
、
さ
て
ど
う
な
る
こ

と
か
。
皆
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
朝
顔
を
植

え
て
い
ま
す
か
。

「
人
間
っ
て
や
つ
は
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱

さ
を
忘
れ
る
も
の
」
な
の
だ
と
、
茶
色
で

な
い
犬
や
猫
を
殺
し
た
こ
と
も
あ
き
ら
め

て
受
け
入
れ
る
。「
あ
ま
り
感
傷
的
に
な
っ

て
も
仕
方
が
な
い
か
ら
ね
」
と
妙
な
感
じ

が
残
り
つ
つ
受
け
い
れ
て
し
ま
う
、
そ
ん

な
お
話
で
す
。

解
説
に
よ
れ
ば
茶
色
は
フ
ラ
ン
ス
で

は
ナ
チ
ス
を
連
想
さ
せ
る
色
で
、
こ
の
作

品
が
書
か
れ
た
一
九
九
八
年
頃
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
や
全
体
主
義
に
つ
な
が
る
極
右
政

党
が
躍
進
し
た
時
期
で
し
た
。
こ
の
本
は

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
極
右
候
補
が
大

統
領
に
な
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

茶
色
一
色
の
朝
を
迎
え
な
い
た
め
に

は
、
勇
気
あ
る
発
言
を
い
と
わ
な
い
、
お

か
し
い
と
思
っ
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る

こ
と
が
大
切
、
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
日
々
が
政
治
や
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
こ
に
偏
っ
た

力
が
入
り
込
む
隙
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
自
ら
判
断
し
て
受
け
入

れ
る
能
力
を
養
う
こ
と
。
茶
色
一
色
に
染

め
ら
れ
な
い
た
め
に
は
日
常
的
な
対
応
を

怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

『
茶
色
の
朝
』　
フ
ラ
ン
ク
・
パ
ブ
ロ
フ
著
、

藤
本
一
勇
訳
、
大
月
書
店
、
二
０
０
三
年

　

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
、
死
者
は
世
界
で

最
大
一
億
人
と
も
言
わ
れ
、
日
本
で
も

四
五
万
人
が
命
を
落
と
し
た
と
推
測
さ
れ

る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
。
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に

直
面
し
て
い
る
私
た
ち
が
過
去
最
悪
と
も

い
え
る
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
何
を
学

べ
る
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
「
ス
ペ
イ

ン
風
邪　

一
〇
〇
年
前
の
教
訓
」
が
放
映

さ
れ
た
（
五
月
一
二
日
）。
歴
史
上
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ス

ペ
イ
ン
風
邪
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
知
る

こ
と
が
で
き
て
示
唆
に
富
ん
で
い
た
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
心
に
残
っ
た
の
が
、
当

時
こ
の
災
厄
の
た
だ
な
か
に
い
た
歌
人
・

与
謝
野
晶
子
の
言
葉
だ
。

　
「
政
府
は
な
ぜ
い
ち
早
く
こ
の
危
険
を

防
止
す
る
た
め
に
、
大
呉
服
店
、
学
校
、

興
行
物
、
大
工
場
、
大
展
覧
会
等
、
多
く

の
人
間
の
密
集
す
る
場
所
の
一
時
的
休
業

を
命
じ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」「
そ

の
く
せ
警
視
庁
の
衛
生
係
は
新
聞
を
介
し

心
に
残
る
言
葉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
１
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
ウ
イ
ル
ス 

VS 

人
類 

３ 

ス
ペ
イ
ン
風
邪 

一
〇
〇
年
前
の
教
訓
」
を
観
て村

山
千
津
子
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

な
け
れ
ば
朴
和
美
さ
ん
は
今
頃
、
ソ
ウ
ル

の
大
学
で
韓
国
語
を
学
ん
で
い
た
は
ず

だ
。
英
語
に
堪
能
で
、
通
訳
・
翻
訳
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
働
い
て
き
た

朴
さ
ん
が
七
〇
歳
を
過
ぎ
て
、「
な
ん
で

今
さ
ら
?!
」
と
韓
国
の
友
人
に
あ
き
れ
ら

れ
な
が
ら
、
語
学
留
学
を
す
る
に
い
た
っ

た
道
筋
。
本
書
に
は
こ
こ
に
至
る
個
人
史

と
思
索
の
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

前
半
（
一
章
「
在
日
朝
鮮
人
一
人
会
」、

二
章
「
在
日
の
母
語
と
母
国
語
」）
で
は

主
に
、「
在
日
」
の
一
人
の
女
が
日
本
で

生
ま
れ
育
ち
、
生
き
て
き
た
中
で
ぶ
つ

か
っ
て
き
た
壁
、生
き
が
た
さ
に
つ
い
て
、

何
故
と
問
い
続
け
、
考
え
続
け
、
闘
い
続

け
て
き
た
半
生
が
語
ら
れ
る
。
自
立
・
自

活
を
目
指
し
て
の
職
業
遍
歴
や
留
学
な

ど
、
そ
れ
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
ド
ラ
マ

シ
リ
ー
ズ
〈
南
北
朝
鮮
と
わ
た
し
〉
３

知
る
こ
と
か
ら
始
め
る

朴ぱ
く 

和ふ
ぁ
み美

著

『
自
分
時
間
を
生
き
る

—

在
日
の
女
と
家
族
と
仕
事—

』

を
読
ん
で

三
井
ふ
み
よ

チ
ッ
ク
な
、
と
き
に
は
ス
リ
ル
と
ユ
ー
モ

ア
の
混
在
す
る
物
語
だ
。

 　

著
者
が
闘
っ
た
き
た
も
の
、
そ
れ
は

女
が
個
人
と
し
て
存
在
し
生
き
る
こ
と
を

認
め
な
い
家
族
と
い
う
縛
り
、
女
が
自
立

し
た
市
民
と
し
て
生
活
し
発
言
し
主
張
す

る
こ
と
を
抑
圧
す
る
社
会
。
そ
の
社
会
と

は
「
家
父
長
的
家
族
」
を
最
小
単
位
と
し

て
形
成
さ
れ
る
差
別
社
会
で
も
あ
り
、
さ

ら
に
そ
の
外
側
に
日
本
の
在
日
差
別
社
会

が
囲
む
。
著
者
は
こ
れ
を
入
れ
子
に
な
っ

た
差
別
構
造
と
い
う
。こ
の
構
造
の
中
で
、

一
体
い
か
に
し
て
、
在
日
の
女
は
個
と
し

て
自
由
に
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
。
著
者
は
「
在
日
社
会
」
の
抱
え
る

問
題
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
取

り
組
み
、
深
く
考
え
続
け
て
き
て
い
る
。

そ
う
し
て
た
ど
り
つ
い
た
「
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
」
で
あ
る
こ
と
の
肯
定
。

　

金
石
範
氏
が
本
書
の
帯
に
記
す
著
者
の

「
し
な
や
か
で
水
晶
の
よ
う
な
文
体
」
は
、

個
々
の
日
本
人
の
、
そ
し
て
日
本
社
会
の

抱
え
る
問
題
を
も
照
射
し
つ
き
つ
け
て
い

る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
本
社
会
で
、
日
本
人
で
あ
る
私

も
、
女
性
差
別
を
経
験
し
て
き
た
し
、
家

族
と
い
う
も
の
へ
の
嫌
悪
、
母
親
と
の
葛

藤
な
ど
似
た
よ
う
な
経
験
も
あ
る
。た
だ
、

だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
、
人

事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
と
い
う
気
構

え
で
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

て
、
な
る
べ
く
こ
の
際
多
人
数
の
集
ま
る

場
所
へ
行
か
ぬ
が
よ
い
と
警
告
し
、
学
校

医
も
ま
た
同
等
の
事
を
子
供
達
に
注
意
し

て
い
る
の
で
す
」（『
感
冒
の
床
か
ら
』、

一
九
一
八
年
）
と
批
判
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
ま
る
で
今
と
同
じ
じ
ゃ
な

い
か
と
び
っ
く
り
。
彼
女
に
は
一
一
人
子

供
が
い
て
、
一
人
が
学
校
で
感
染
し
た
た

め
次
々
と
家
族
に
感
染
が
広
が
っ
た
と
い

う
。
さ
ら
に
「
私
は
今
、
こ
の
生
命
の
不

安
な
流
行
病
の
時
節
に
、
何
よ
り
も
人
事

を
尽
し
て
天
命
を
待
と
う
と
思
い
ま
す
。

『
人
事
を
尽
す
』
こ
と
が
人
生
の
目
的
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
私
達
は
飽

迄
（
あ
く
ま
で
）
も
『
生
』
の
旗
を
押
立

て
な
が
ら
、
こ
の
不
自
然
な
死
に
対
し
て

自
己
を
衛
る
こ
と
に
聰
明
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
」（『
死
の
恐
怖
』、一
九
二
〇
年
）

と
も
言
っ
て
い
て
、
そ
の
頃
東
京
、
横
浜

だ
け
で
も
毎
日
四
〇
〇
人
の
死
者
が
出
て

い
た
と
い
う
死
の
脅
威
の
中
で
、
敢
然
と

現
実
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
そ
の
強
靭

な
精
神
に
感
嘆
し
た
。
彼
女
が
言
う
よ
う

に
、
今
の
こ
の
時
期
、
感
染
症
に
対
し
て
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似
て
い
る
以
上
に
違
い
は
大
き
い
。
な
ぜ

な
ら
著
者
が
語
っ
て
い
る
の
は
在
日
社
会

に
お
け
る
女
性
差
別
の
問
題
で
あ
り
、
そ

の
外
側
を
囲
う
日
本
社
会
の
問
題
は
私
た

ち
の
問
題
だ
か
ら
だ
。
語
ら
れ
る
個
人
的

体
験
は
、
私
の
目
に
否
応
な
く
日
本
社
会

の
有
り
様
を
映
し
出
す
。
私
は
こ
の
本
を

通
し
て
、
あ
な
た
方
は
ど
う
な
の
、
ど
う

考
え
る
の
と
鋭
く
追
及
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。

　
「
南
北
朝
鮮
と
わ
た
し
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
対
し
て
、
ま
ず
は
自
分
の
い
る
と
こ

ろ
か
ら
私
も
考
え
た
い
。
侵
略
者
と
し
て

の
、加
害
者
と
し
て
の
歴
史
と
向
き
合
い
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
課
題

を
背
負
っ
た
国
の
人
間
と
し
て
、
ま
ず
知

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
朝
鮮
半

島
と
の
つ
な
が
り
を
紡
ぎ
た
い
、
と
改
め

て
思
う
。

　

本
書
の
後
半
（
三
章
「
旅
の
つ
れ
づ
れ

に
」、
四
章
「
映
画
を
め
ぐ
る
旅
」）
に
読

み
進
む
に
つ
れ
て
、
著
者
の
肩
の
力
が
次

第
に
抜
け
て
い
く
の
が
感
じ
取
れ
る
。
闘

い
続
け
、
思
考
力
を
鍛
え
続
け
て
き
た
著

者
は
い
ま
、「
自
分
時
間
」
を
の
び
の
び

と
自
在
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　　

一
時
中
断
と
な
っ
た
が
韓
国
語
を
知
る

旅
を
終
え
た
朴
和
美
さ
ん
の
次
の
物
語
を

楽
し
み
に
し
た
い
。

朴和美著『「自分時間」を生きる』
三一書房、2020 年

戦争
しな
い

「
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
」
か
わ
ら
版

＊
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ
欄
か
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：1pyodekaeru@

gm
ail.com

フ
ァ
ッ
ク
ス
：03-5684-1412

https://1pyo-de-kaeru.com

☆
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003

★
投
稿
募
集
！　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
で

人
と
の
繋
が
り
を
保
ち
、
発
展
さ
せ
よ
う
と

い
う
試
み
が
目
を
見
張
る
勢
い
で
ひ
ろ
が
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
電
子
通
信
機

器
を
苦
労
な
く
扱
え
る
人
た
ち
の
間
で
の
こ

と
。
私
た
ち
の
会
で
は
「
か
わ
ら
ば
ん
」
へ

の
投
稿
で
ゆ
る
く
繋
が
る
こ
こ
ろ
み
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
や
映
画
の
感
想
、
参
加
し
た
り
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
し
た
講
座
、
講
演
会
、
そ

の
他
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介
や

感
想
、
批
評
、
政
治
批
判
、
身
辺
雑
記
な
ど

何
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
筆
名
は
仮
名
・

筆
名
・
本
名
の
ど
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　　　　-------------------------------------------------------------FB から ---------------------------------------------------
	 　新聞、テレビなどでは扱われなかったり、小さくしか載らない大事な情報が、フェイスブックやツイッター、インス
タグラムなどの SNS で迅速にかつ詳しく伝わってくる。中に混じってくるフェイクや裏付けのない情報をはねのけて、しっか
り世界で起きている出来事に目を向けていきたい。メディアでは新型コロナのニュースに覆われた感があるが、そのほかにも大
きな問題が進行している。会のＦＢから抜粋して紹介。

FB 投稿日（逆順）

6/5 警官の暴力に対する抗議。日本でも選挙演説中にヤジを飛ばした男性がむりやり警官に排除された。50 歩 100 歩。
　　�米国デモ、世界で共鳴　「正義なければ平和ない」( 朝日新聞　6月 5日）
　　�https://www.asahi.com/articles/DA3S14502041.html?fbclid=IwAR2MD9osDikJMXARUQ7wFw6G0NHQT

m0LSuGP77-yPvfxbDhBNoHLFGcQBnY

6/5 中国の全国人民代表大会が、香港で反体制的な言動を取り締まる「国家安全法制」の導入に関する決定を採択。
　　香港の民主化運動が危機に瀕している。　天安門事件３１年　香港、追悼すらできず ( 毎日新聞　6月 4日 )
　　�https://mainichi.jp/articles/20200604/ddm/012/030/097000c?fbclid=IwAR0JHH38VpAKoBcnz_

vNtX5ms5VL4VNEVtIc5lsPmzwDodG-bJyRMFCJvyE

6/4 世界中が禁止するラウンドアップ　余剰分が日本市場で溢れかえる（長周新聞 5 月 23日 )
　　�毎年５月には「反モンサント・デー」（現在は「反バイエル・モンサントデー」）と称して、世界中の農民や労

働者など広範な人々が一斉に抗議行動をおこなっている。今年も１８日にフランスやスイス、ドイツ、アメリ
カ、カナダ、オーストラリアなど数百の都市で一斉にデモ行進をおこなった。行動の主眼はモンサントが開
発したラウンドアップを含む除草剤への抗議だ。ラウンドアップの発がん性や遺伝子への影響が問題……抗
議行動の高まりのなかで世界各国ではラウンドアップの使用禁止や販売中止、輸入禁止が主な流れになってい
る。ところがそれに逆行して日本では内閣府食品安全委員会が「ラウンドアップは安全」と承認し、農協が使
用を推奨し、ホームセンターなどでも販売合戦に拍車がかかっている……https://www.chosyu-journal.jp/
shakai/11791?fbclid=IwAR2sw7yj-tVyFX2zJvropyHwLltCrNWejLEcSFkLmAGAAHb07w4Ave3qVo4

6/4 インスティゲイターという言葉初めて知りました。白人右翼が暴動を作り出し、正当な抗議を阻害しています。
　　����警官の暴力への抗議デモが全米に広がる（Okinawa Seaside Laboratory　@okislab　在ミネソタ　6月 1日）
　　�今、ミネアポリスが燃えています。まるで戦場のようになってしまいました。街の至る場所で店が燃え、暴徒鎮

圧の為の戦車が住宅街を走り、市民に対して平気で発砲する警官隊が闊歩しています……今回の暴動には多くの
インスティゲイターが関与している事も重要です。インスティゲイターとは、デモ参加者を暴徒化させるために、
部外者がデモ参加者を装い店舗等を破壊し暴徒化を煽る人達のこと……加えて、コロナ不況で職を失い将来に対
する不安感やフラストレーションが、差別問題によって一気に爆発したのでしょう。これは、人種というよりは
経済格差の問題……

5/31 狂気的な数千億のイナゴの大発生による被害範囲がアフリカ、中東から中国までの 20 カ国以上に拡大。
　　�国連は 6月までにイナゴの数が「現在の 500 倍に膨れあがる可能性」を警告（北川高嗣筑波大学教授のツイッタ

ー 5 月 30 日）

5/30 STOP!安倍改憲発議 総がかり行動 緊急署名街頭宣伝（sogakari.com 5 月 29 日）
　　�【拡散希望】署名活動未経験の方、スタンディング、チラシ配り等も挑戦大歓迎！　『STOP. 安倍改憲発議 総がか

り行動 緊急署名街頭宣伝』6/11( 木 ) ★ 18:00 〜新宿駅西口 小田急百貨店前
　　　https://twitter.com/48daisyukai/with_replies

5/29「正義連」と尹美香前理事長をめぐる攻撃が苛烈化する中、挺対協発足とその後の活動に携わっていた先輩たち
　　�が声明を発表。当時の厳しい運動状況が思い起こさせられた。（方清子さんの FB ５月 29日）
　　https://www.facebook.com/chungja.bang/posts/3483484698332442

5/27 コロナ封じ込め成功は国民の「自粛努力」の結果という“ 美しい嘘”（山田順、YAHOOニュース ５月 27日 ) 
　　�https://news.yahoo.co.jp/byline/yamadajun/20200527-00180607/?fbclid=IwAR2Umx-hQXfxgYoZG4kV

4vyCQqySdRWp6S87pAVScuIo9ajviXfPdHwKxvo

5/27 カナダでは……「スーパーシティ　カナダで中止」（https://note.com/　５月 19日）
　　�コロナ禍に人びとの注意が集まる陰で、スーパーシティ法案（国家戦略特区法改定案）が審議不十分のまま自民・

公明・維新の賛成多数で国会を通過。一方、「これまで政府が先進モデルとしてきたカナダ・トロントでの「スマ
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ートシティ開発」は住民が猛反発し、事業主体のグーグル系企業がプロジェクト撤退を表明した。」「カナダのス
マートフォンメーカー・ブラックベリーの元ＣＥＯであるジム・バルシリー氏もサイドウォーク・ラボのとりく
みについて「監視資本主義の植民地化実験」と指摘している。」とのこと。

5/24 We Need Culture－文化芸術復興基金をつくろう－　演劇は生きる力です。（weneedculture.org/ ５月24日）
　　�演劇の灯を絶やさないために、演劇の未来のために　緊急支援を！演劇を愛するすべての人々の賛同署名を。

http://engekikinkyushien.info/　5 月 22 日に「要望書」を、25,684 筆の個人署名および 360 の団体賛同とと
もに関係省庁に提出……「文化芸術復興基金」の創設と次のアクションのために、署名自体は続けて受け付けて
まいります。引き続き、ご支援よろしくお願いいたします。https://www.change.org

5/24 種苗法改定案は先送りされたが、スーパーシティ法案は可決。国会ではコロナ禍の陰で次から次へと危険な法案が野党の
　　反対を押し切って通っている。まさにショックドクトリン ( 惨事便乗型資本主義 )。
　　�与党急ぐスーパーシティ法案　規制緩和だけではない問題。……「スーパーシティ構想」とは、住民や企業など

から集めた様々な分野の情報を「データ連携基盤」（都市OS）に集約し、AI などの最先端技術で連結させ、サー
ビスにつなげるもの。政府は「まるごと未来都市」とうたっている。……野党は個人情報の管理や住民の合意の
あり方などあいまいな点が残る。新型コロナウイルス対応が急がれるなか、"不要不急 "の法案」と批判……（朝
日新聞 5 月 21日）

5/23 大竹しのぶ　まあいいか２６７「なぜ今、なぜあなたが」（朝日新聞　５月 23日）
　　�コロナ禍で夏の高校野球の中止が決まったその日、検察庁の黒川検事長が賭け麻雀をしていたことについて書か

れたエッセイ。「僕は、大竹さんのこの記事を支持します」と金平 茂紀さんがＦＢに。
　　https://www.asahi.com/articles/DA3S14486051.html

5/20 小池百合子さん、差別をやめて関東大震災で虐殺された朝鮮人の追悼式典に横網町公園を使わせてください！　
　　�三万人が署名。６月 11日に提出（change.org）昨年 9月以降、都は追悼式典の実行委員会による横網町公園の

占有許可申請の受理を、3回にわたって拒否……実行委員会の声明は、https://blog.goo.ne.jp/nicchokyokai-
honbu/e/f5b46a21aacefcb2fd39a84ba450fa1a?fm=entry_awp

5/20 世界の女性元首たちがコロナ禍対策で活躍 The Pandemic Has Revealed the Weakness of Strongmen
　　�—　Women leaders are a symptom of a political system’ s success, not necessarily its cause.The 

Atlantic）5 月 6 日　https://www.theatlantic.com/international/archive/2020/05/new-zealand-
germany-women-leadership-strongmen-coronavirus/611161/?utm_campaign=the-atlantic&utm_
medium=social&utm_source=facebook&fbclid=IwAR09otlHCZhiNvlaPOCTAwGoPXtTH1KJh14wutV9Kes
M429NPDTayPAbVdk

5/20 新型コロナと戦う　その先の世界へ　「コロナと闘う戦略図〜見えてきたウイルスの正体と闘い方」児玉龍彦、
　　�金子勝。（デモクラシータイムス 5月 16 日）　https://www.youtube.com/watch?v=8crwEQN_DbA&feature=youtu.

be&fbclid=IwAR2COzrCqHOADfxFxr_cb6u7r0_e0ncqcnEpz1g3jn5USyYyKwMj6rWnsgE

5/19 琉球新報号外。元海兵隊委員を逮捕 北部で女性遺体 うるま女性不明 県警、遺棄容疑（５月 19日）

5/18 検察庁法改正案、今国会での成立断念　世論の反発配慮（日経新聞　5月 19日）
　　�政府・与党は 18日、検察官の定年を引き上げる検察庁法改正案の今国会での成立を断念した。野党や世論が同法

案への反発を強め、採決を急げば政権運営に悪影響を与えかねないと判断した。今国会は継続審議とし、秋にも
開く臨時国会での審議をめざす……

5/16  元検察トップら、反対意見書を法務省に提出　（朝日新聞デジタル）5月 15日
　　�松尾邦弘・元検事総長ら検察OBが、政府の判断で検察幹部の定年延長を可能にする検察庁法改正案に反対する

意見書を法務省に提出。定年延長を認める規定の撤回を求めました。 
　　意見書全文は、https://www.asahi.com/articles/ASN5H4RTHN5HUTIL027.html?iref=pc_extlink

5/14 TEMPORARY-SINEMA.JP　仮設の映画館にてデジタル配信。
　　�坂上香監督「プリズン・サークル」全国一斉、2020 年 5月 16日（土）10:00 ー 終了日未定
　　https://temporary-cinema.jp/

5/14 種苗法改正案に、抗議します。（加藤登紀子さんが Tweet　５月 12日）
　　�種苗法の改正は、企業や個人が独自に交配し特異な形質が確認された登録品種の自家増殖を原則禁止する法案。
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知的財産の海外流出を食い止めるためと言われるが、実態は自国の農民の採種権利の一部を奪う法案……

5/14　怖いです。こんなあからさまなことできるんですね。
　　�泉田裕彦さん（@IzumidaHirohiko）Twitter から抜粋）　私、国家公務員法等改正案を審議している衆議院内閣

委員です……検察庁法の改正案は争点があり国民のコンセンサスは形成されていません。国会は言論の府であり
審議を尽くすことが重要であり強行採決は自殺行為です。与党の理事に強行採決なら退席する旨伝えました（5
月 13日）。「強行採決をすべきでない。」との声が届くのかわかりませんが、内閣委員をはずされることになりま
した（5月 13 日）。検察庁法成立見送りです。………今回、twitter のインプレッションが 630 万超え。地元か
らや、党派・地域を超えた声の大きなうねりを感じました……（５月 18日）

5/12 「潰す」「干される」検察庁法改正反対の著名人への中傷続 （々『女性自身』の記事。YAHOOニュース　５月 11日）
　　�……5月 9日には Twitter 上で「#検察庁法改正案に抗議します」というタグが生まれ、たちまち拡散。タレント、

漫画家、ミュージシャンなど様々な著名人にも広がりを見せ、同タグは 500万件以上（5月 11日 15時時点）も
呟かれる事態に……

5/11 ＃検察庁法改正案に抗議します　ツイートした著名人（日刊スポーツ）5月 10日
　　�内閣が検察幹部の役職定年を延長できるようにする検察庁法改正案に対し、SNS のツイッター上で 9日から抗

議のツイートが相次ぎ、10 日午後時点で 380 万を超えた……一般の人々に加え、俳優、作家、映画監督、漫
画家、ミュージシャンら各界著名人も「＃検察庁法改正案に抗議します」というハッシュタグをつけて続々
投稿。前例のない大規模ネットデモの様相となった。https://www.nikkansports.com/general/nikkan/
news/202005100000650.html?fbclid=IwAR0HP4j8MYoaWc_fmlhdhB3paJkUtAt6ahwCTvnSEV5wG6Tfy
wvx5aJ3j3U

5/7 「日本における外国人・民族的マイノリティ人権白書」
　　�2020 年版の発刊。（外国人人権法連絡会：「外国人・民族的マイノリティ人権基本法」と「人種差別撤廃法」の制

定を求める連絡会　5月 7日）2020 年版　購入お申込みフォーム　https://gjhr.net/hakusho/hakusho2020/
application/

5/7 鬼パン 20 万回再生のオペラ歌手がアベノマスクを熱唱！　23万回再生済み！
　　（Twitter.com　追川礼章@RunrunToshi）歌 : 黒田祐貴　@risaia_nera　ピアノ :追川礼章　@RunrunToshi

5/4 「全国一律のステイホームは日本を滅ぼす」児玉龍彦・東大名誉教授がぶった切る緊急事態宣言 5月末まで延期　　
　�（AERAの記事　Microsoft News ５月４日）https://www.msn.com/ja-jp/news/coronavirus/

5/4 当たり前でしょう。
　　「イージス・アショア」秋田市の候補地を事実上断念 防衛省 （NHK）5月 6日
　　�「イージス・アショア」の配備をめぐり、防衛省は候補地としていた秋田市内にある自衛隊演習場について、住宅

地に近すぎることや地元の反対が根強いことも踏まえ配備を事実上断念し、新たな候補地を秋田県内を中心に検
討する方針を固めました……

5/5 国連の勧告「年間１ミリシーベルト以上の被ばくは許されない 」を無視する日本政府　
　　�原発事故から９年、福島で増えている病気（HoKNet: 放射能から子どもを守る企業と市民のネットワーク　３月

11日）http://hokinet.jp/

5/4  【緊急募金のお願い】コロナ危機を乗り越えるために。臨時休館中の丸木美術館を支えてください。
　　�原爆の図丸木美術館は、開館当初から多くの市民の力に支えられて歴史をつないできました。しかし今、これま

でになかった危機に直面しています。新型コロナウイルスの影響により 2020 年 4月 9日より臨時休館せざるを
えなくなり、再開の見通しがつかない状況が続いています。この危機を乗り越え、ここにくれば「原爆の図」が
見られる場所として存続し続けるために、みなさまのご支援をお願いいたします！

　　https://marukigallery.jp/support/

5/3 今年は国会前からネット配信「平和といのちと人権を！　5.3 憲法集会 2020」（安倍九条改憲NO!　全国市民ア
　　クション ５月３日）発言者は、堀潤さん（ジャーナリスト）古今亭菊千代さん（噺家・真打）浅倉むつ子さん（法
　　学者、安全保障関連法案に反対する学者の会）稲正樹さん（憲法学者）ら。http://kaikenno.com/?p=1339&fb
　　clid=IwAR0VTvrrZ71QmBVWCF420FFtlKukybCEEh3blndsprL0UyeI1BML1J2i2Ng

5/2 非常事態下の日本 / ３　「コロナ危機」と「ファシズム体制」　「人間性喪失」の社会を拒むために＝保阪正康（サ
　　ンデー毎日）5月 1日新型コロナウイルスが猛威をふるう今、私たちは感染爆発にいかに対峙し、現状を乗り越
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　　えるべきなのか。現代史研究の第一人者が、歴史の記憶の中に現在への処方箋をさぐる特別寄稿。最終回
　　�https://mainichi.jp/sunday/articles/20200428/org/00m/010/003000d?fbclid=IwAR3TjKd-　　

RcuWoogcs2Wm5CsXXCxZ-e5a1Vdd7XhXsztFKxCt2HCOhooLkpA

5/1 フラワーデモから１年　いま考える新型コロナとジェンダー（生放送！とことん共産党。YouTube 4月28日配信）
　　�ゲスト　北原みのりさん（作家・フラワーデモ呼びかけ人）　ＭＣ・司会　小池晃書記局長、朝岡晶子さん
　　�https://www.youtube.com/watch?v=VxUaYkIZY3g&feature=youtu.be&fbclid=IwAR2_VSj0xc0QMqNO_

Ri2ObhG9TgIYzlf9HHhsbJmouRO7Kx58KMLi3d3IXE

5/1放射能汚染水を海に流さないで（GREENPEACE の署名活動　5月 1日）
　　�小野春雄さんは、福島県新地町で 3代目の漁師。海を守るために、原発事故の放射能汚染水を太平洋に放出しよ

うとする政府に、反対の声を上げ続けています。現在、東京電力福島第一原子力発電所には、100 万トンを超え
る放射能汚染水が保管され、今この瞬間も増え続けています。2月に、国の小委員会が、放射能汚染水の海洋放
出案を提言としてまとめました。これを受けて国が開いた「ご意見を伺う場」では、福島県漁業協同組合連合会が、
海がはぐくむ魚をとってなりわいを未来につなげたいと訴えました……

　　�https://act.greenpeace.org/page/59529/petition/1?locale=ja-JP&fbclid=IwAR2nzdp0V7imlCre-
L3m6MYK8iS1u_PPkCfGACmIEF9C7WH2Q-sZ_xKD0Wk

4/30 女性軽視発言をした岡村隆史氏に対し NHK「チコちゃんに叱られる」の降板及び謝罪を求める署名活動
　　�「ナインティナイン」の岡村隆史氏が、「コロナウイルスの影響で風俗にいけない」という問い合わせに対して「コ

ロナが収束したら絶対面白いことあるんですよ。コロナが明けたらなかなかの可愛い人が、短期間ですけれども
美人さんがお嬢やります。これ何でかって言うたら、短時間でお金を稼がないと苦しいですから」と発言したこ
とへの抗議に 22,620 人の賛同者。（Chenge.org.4 月 30 日）

4/28 赤木さんを勇気づける世論調査　自民支持者も「再調査せず」を“ 許さない”（相澤冬樹記者 YAHOOニュース 
　　�4 月 28日 )https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20200426-00000003-withnews-soci&p=1
　　�調査を行ったのは朝日新聞。朝日の記者が書いた記事によると、4月 18、19 日の両日、RDD方式という電話調

査で全国の有権者を対象に調査し、2200 余人から有効回答を得た。　赤木昌子さんが求めている公文書改ざんに
ついての再調査について、以下の結果になったという。

　　・再調査すべきだ＝全体（72%）／自民支持層（59%）・その必要はない＝全体（17%）／自民支持層（29%） 

4/28 ＜社説＞４・２８「屈辱の日」　自己決定権の確立急務だ（琉球新報　4月 28日）
　　�68 年前のきょう、日本が独立した一方で、沖縄、奄美、小笠原は切り離された。日本の独立と引き換えに沖縄を

米国に差し出した「屈辱の日」である。/１９５２年４月 28日発効のサンフランシスコ講和条約第３条が分離の
根拠となった。これにより米国は日本の同意の下で、他国に介入されることなく軍事基地を自由に使うようにな
った。米軍は「銃剣とブルドーザー」で農地を奪うなど、沖縄住民の基本的人権を無視した統治を敷いた……　
https://ryukyushimpo.jp/editorial/entry-1114148.html?fbclid=IwAR0CHdIMofib4NqYfWB1FozashTukxm
AjDsREnmZbOXxtv6PNKaqTBy95zQ

4/23 韓国のコロナ対応が的確に説明されています。
　　�康京和（カン・ギョンファ）外交部長官は１３日、フランスの国際ニュース専門チャンネルであるフランス２４

とのインタビューを受けました。……韓国はなぜ他の国々とは違った対応ができたのか、国民の自由を尊重しな
がら感染症との戦いをしてきたのかを述べました……（ＦＢ　日本のメディアが伝えない週刊韓国ニュース　４
月 17日）　https://www.facebook.com/subtitleofkoreannews/videos/2540617396254687/

4/22 学生の 13 人に 1 人が退学検討 - コロナで生活厳しく、団体調査（共同通信 47ニュース　4月 22日）
　　�新型コロナ感染拡大に関する学生団体の調査で、大学生らの約 6割がアルバイト収入が減ったり、なくなったり

したと回答したことが 22 日、分かった。親の収入がなくなった、または減ったと答えた学生も約 4割に上り、
調査に答えた学生の 13人に 1人が、大学を辞める検討を始めていると回答するなど、多くの学生が経済的に厳
しい状況にあることが浮かんだ……　https://www.47news.jp/

4/22 ［社説］「国民の安全」が「本当の安保」、国防費を削減した補正予算は正しい（ハンギョレ新聞　4月 18日）
　　�政府が 16日に国会に提出した第 2次補正予算によると、7兆 6千億ウォン (約 6700 億円 )規模の新型コロナウ

イルス感染症 (COVID-19) 緊急災害支援金の財源を用意するために、今年の国防予算 50兆 2千億ウォン (約 4
兆 4000 億円 ) から 9047 億ウォン ( 約 800 億円 ) を削減することにした。F35A 戦闘機や海上作戦ヘリなど外
国製武器の購買予算の中から契約や試験運営が遅延している事業の支出を主に減らす方針だ……
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http://japan.hani.co.kr/arti/opinion/36376.

4/22 国の変更申請「断じて容認できない」　辺野古新基地で玉城デニー知事（琉球新報）4月 21日
　　https://ryukyushimpo.jp/news/

4/21 ＜速報＞許せない！　沖縄防衛局が今朝（21 日）辺野古の設計概要変更申請を提出した。
　　�……コロナ禍で全国に緊急事態宣言が出され、防衛省本省職員や辺野古の工事に従事していた作業員さんにも感

染者が発生した。……県の全職員がコロナ問題で不眠不休の努力を続けているその真っ最中に、設計概要変更申
請提出を強行したのだ。県民の命と暮らしが脅かされているというのに、何故、今、設計概要変更申請か？……（チ
ョイさんの沖縄日記　辺野古や高江の問題等に関する日々の備忘録）4月 21日

　　https://blog.goo.ne.jp/chuy/


